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　タナグモ科（Agelenidae）のヤチグモ属（Coelotes）は主として地表生活者で，リター層，石の下，崖地，

土の割れ目などに生息しており，夏期には成体が少ないことなとがら，その他のクモに比べて比較的目だち

にくいクモである。またその生態的特徴から，局地的な分布をする種や，種内変異の著しい種もあり，今煥

の研究対象として非常に興味深いグループのひとつであると現われろ。

　現在わが匡Iには16種のCoelotcsが記録されているが，かつて別種に同定されたり，原記載の雌雄が別種で

あったり（Ｌ. KecH, 1878）,記載と図が入れかわっていたりした（BoSENBERG und Strand, 1906）.そ

の後,八木沼（1957, 1958 a , I960, 1961, 1968, 1972 b, 1972 c , 1973 a）により，それらのほとんどが倹

討され整理されはしたものの, B乙SENBERG und Stran）（1906）,斉藤（1941）,八木沼（1960, 1968）ら

によりまとめられた後にも新種が，八木沼（1967, 1969, 1972 a ）, Yamaguchi and Yaginuma （1971）,

西川（1972, 1973）および有田（1974）らにより計８種が記載された．このように，一般に同定困難な本属

の記載, 区1,解説などが復雑多岐におよぶうえに，一般に入手困難な文献もあるので，今後の混乱を防ぎ分

類や分布を整理する意味で，ここに仝種の部分図を示して今後の参考としたい．

　ここでCoelotesとしたものは，八木沼（1970）によるものと，その後Codotes属として新校記載引付

ものについて用いた。

　本報告では，できるかぎり多くの記載と照合し，分類学上重要な特徴とされる生殖器の図をかかげること

をおもな目的とした．属および種の検討や説明は最小限にとどめ，今後改めて検討したい．また筆者ならび

に八木沼氏の手元には,なお多くの新種候補種があるが,これらについてはいずれ明らかにされるであろう．

本属の研究は相当古くから八木沼氏によってなされてきたが，最近その一部を筆者が引きっいた．

　本報告にあたり，研究を委ねられ，かつ貴重な標本や文献の使用を許され，さらに終始ご指導をいただト

だ本学院大学の八木沼健夫教授に厚くお礼申し上げる．

Coelotesの特徴

　限は８眼二列．上顎に外頴がある．中高は明らかである．歩脚転節にえぐりがなく, 3爪■ 明iiiな間比は

なく，その位置に普通数本から約10本の毛がある．前疵ははなれ，後比は２節からなり一般に前提より長

い．　♀古二型は著しくなく，♀より含の腹部はやや小さく, 含の歩脚はやや長い．以上はタナグモ科の一往

的特徴でもある．

　さらにCoelotesのおもな特徴をつぎに記す．

　　　　　　　　　　　　　-　一一一　　一一一

＊　追手門学院大学生物学研究室（大阪・茨木）,BiologicalLaboratory,Otemon Gakuin University,

　Ibaraki, Osaka.〔追手門学院大学文学部紀要，第８号,pp.174 182,1974う
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日本産のヤチグモ属（Coelotes）総説

　前列眼および後列眼は前曲または端直．額は前中眼の直径より広く，広い種ではその直径の約2倍ある．

仲眼域は長さは幅とほぼ同じ．眼域は頭部の幅の燧～}i．下唇は長さ＞応後牙提に2～4歯あり, 2歯の

一種はほとんどその数に変異がないが, 3歯また4歯のものにはその数に変異がみられる．後疵の末節の長さ

は基部とほぼ同じかやや長い．♀のepigynum （外雌器）の上方には普通1対の突起がある■ tのpa】p （触

肢）の膝・脛両節には種特有の突起かおる．頭胸部は赤褐色のものが多く，頭部はほぼ全面が毛でおおわれ

色は背甲よりやや濃い．上顎は非常に濃く，下顎と下唇は頭部と同色またはやや濃色．腹部は茶褐色～灰褐

イ

･は秋から春にかけてよく見かけられる．

　現在わが国から記録のある16種のCoelotesの種名，和名，分布はつぎのごとくである．種の配列および記

.述は八木沼（1970）によったが，その後の知見も加えた．

Coelotesantri (KOMATSU, 1961)

C. cμrtus(B5SENBERG et Strand, 1906)

C. exitialisL. KoCH，1878

　　(= Tegenaria muscicapa BoSENBERG et Strand, 1906)

C. grandivulva Yaginuma, 1969

C. haniamurai Yaginuma, 1967

･C. ignotus(BOSENBERG et Strand, 1906)

　　(= Agelena ie？iotaBOSENBERG et Strand, 1906)

C. insidiosusL. KocH, 1878

　　(= C. plancyi Simon, 1880; Coras insidiosus:

　　B乙SENBERG et Strand, 1906)

で。luctuosusL. Koch, 1878

　　(＝C. japonica Karsch, 1879; Coras luctuosus:

　　B5SENBERG et Strand, 1906)

･C. modestus S囚ON, 1880

　　(＝Tegenaria corasidcsBoSENBERG et Strand,

　　1906)

･C. micado STRAND, 1907

　　(＝C. moelUndorffi:BoSENBERG et StrΛND,

　　1905;c. spinivulva:Lehtinen, 1967; Yaginuma,

　　1970; C. micado STRAND, 1907, 1909, 1926)

■C.uenoi YamΛGUCHI et Yaginuma, 1971

C. kitazawai Yaginuma, 1972

C. yaginumai NiSHIKAWA, 1972

･C。decolorNiSHIKAWA, 1973

C. personatus NiSHIKAWA, 1973

C. inabaensis Arita, 1974

ホラズミヤチグモ

クルマヤチグモ

ヤチグモ

オオアナヤチグモ

フタバヤチグモ

カタチガイヤチグモ

Hn. S. K.

K.?

Hn. s. KべKr.）

Ts.

Hn.

K.?

シモフリヤチグモ　　Hk. Hn. a K. ToべKr.）

メガネヤチグモ

ヤマヤチグモ

ミカドヤチグモ

ウエノヤチグモ

アズマヤチグモ

カミガタヤチグモ

ウスイロヤチグモ

カメンヤチグモ

イナバヤチグモ

Hk. Hn. S. KべKr. C.）

Hk. Hn. s. Kべc.）

Hn. K.

Goto

Hn.

Hn.

Hn.

Hn.

Hn.

Is.

s.

s.

s.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各種のおもな特徴

　種の配列はできるだけ近縁種をまとめた．種の特徴は最小限にとどめ，くわしくはそれぞれ原記載を参照

されたい．分布は所検標本と文献やリストにより，地方別あるいは都道府県名や島名を適宜しるした．

　1.ヤチグモCoelotes exitialisL. KoCH，1878 （Figs. 1－2）

　原記載（L. Koch, 1878）, 斉藤（1941）および八木沼（1960, 1968）の古はつぎのホラズミヤチグモの

偕であることがわかった（八木沼, 1973）.
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　体長9－15mm.後牙堤に4歯. 生体ではほとんど黒色に見え，木属中最も濃い．頭胸部は濃い赤褐色で放

射状に毛が生えている．腹部は濃い灰褐色でやや淡色の山型斑が数対あるが見えにくい個体が多い．歩脚に

輪紋はない．♀のepigynumの突起や今のpalpのembolic conductor に変異かおる．岐阜県で近縁の別

種がとれている．分布：関東・中部・近畿・中国・四国りL州. Fig. 1の含は岡山県蒜山産. Fig. 2の♀は

鳥取県大山産.

　2.ホラズミヤチグモCoelotes antri（KOMATSU, 1961）（Figs. 3－4）

　KOMATSU （1961）によりSpeleociciirina antriとして♀が記載されたが，八木沼の図鑑（1960）ではミ

カドヤチグモC. micadoとされていた種で，また八木沼（1960, 1968）の今は未記赦のアリタヤチグモ（仮

称）の今である．次種のミカドヤチグモと混同されていたが，八木沼（1973）により明らかにされた．

　体長7 －15mm. 後牙堤に4歯，頭胸部は赤褐色で放対溝は暗褐色で放射状に毛が言えている. 膳部に数

対の山型斑があり，下面にも不規則斑があり淡褐色のふちどりがある．歩脚に輪紋かおる．皐のepigynum

の下部に工対の濃赤福色のアズキ様の内部生殖器がよく見える．肉眼では背面の斑紋はっぎの3に4, 5,

7, 8の各種とほとんど同様である．後竃の末節は基節より良い．分布：関東・中部・近畿・中I司・四国・

九州･ Figs- 3－4の合♀は京都市岩倉産.

　3.ミカドヤチグモCoelotes micado STRAND, 1907（Figs. 5－-7）

　B5SENBERG und Stran）（1906）と斉藤（1941）がミカドヤチグモC. moelkndorffi（Karsch）とした

ものは，その一部が真のミカドヤチグモで他の一部がC. tnoellendorffiである．八木沼の図鑑（1960）にミ

カドヤチグモC. micadoとされていたものはホラズミヤチグモである．このように前種のホラズミヤチグ

モとの混同は八木沼（1972）により明らかにされた．

　体長8.5一11. 5mm.後牙堤に4臨　色彩は前優とほとんど同様だがやや培色で背甲のぼぼ全面に毛が生

えている．歩脚に輪紋がある･ 次掻のアズマヤチグモと似るが，♀epigynumの突起が木種の方が太い．

採朧記録は少ない．分布：三重・和歌山･liﾛｺ，福m・大分･ Figs- 5－6 の合は山口県秋芳町こうもり穴産

Fig. 7 の♀は佐賀県産（タイプ標本）.

　4.アズマヤチグモCoelotes kitazawai YaginUMA, 1972（Figs.8－9）

　体長8－9mm.　後牙堤歯に3訃色彩はホラズミヤチグモに似るがやや淡色．背甲のほぼ全面に毛が生

えている･ lit部下面に斑紋なく黄褐色．歩脚に輪紋かおる6のpalpもホラズミヤチグモに似るが図のご

とくradix （根部）が大きく，膝部背面の先端がえぐられているのでぽ別がつく．後暁の末節は基部より証

かい．木種もかつてミカドヤチグモとされたことがある．関東地方付近に近似の別種がとれている．分布：

京北・関東・中gfS. Figs.8－9 の合♀は山梨県上ﾌﾞL一色村木栖第1風穴産（タイプ標本）.

　5.カミガタヤチグモCoelotes yaginumai NiSHIK八WA, 1972（Figs. 10－11）

　体長7－10mm･後牙堤に4歯．色彩はホラズミヤチグモとほとんど同じ．背甲のはぼ全面は毛が生えて

いる．腹部下面に斑紋はほとんどない．歩脚に輪紋かおる．中部地方以西に近縁の別種あるいは別亜種とす

べきものが多い．分布:愛知・岐阜・近畿■ I副司.Figs. 10－11の古♀はﾌﾞく阪府茨木市安威産（タイプ標本）.

　6.イナバヤチグモCoelotes inabaensis Arita, 1974（Figs. 12－14）

　体長♀約5 mm, 合約4.5mm.後牙堤に4歯．頭脚部は黄褐色　腹部灰褐色で不規則な斑紋があり，下面

には斑紋はない．分布：鳥取県八頭郡若桜IHJ. Figs.12－14 の含♀は鳥取県若桜町産（タイプ標本）.

　7.　メガネヤチグモCoelotes luctuosusL. KocH, 1878（Figs. 15－16）

　BうSENBERG und Strand （1906）や斎藤（1941）の図が次のヤマヤチグモ（＝ヤマタナグモTege皿ria

　corasides，シモリタナグモ，カキネタナグモ）と入れかわっていたために，八木沼（1957, 1960）により明

らかにされるまで，本種にヤマヤチグモの種名を用いた報文が多かった．次種との図のとりちがいは，八木

沼（1957, 1960, 1968）により訂正され，さらに明解な倹討と解説がなされた（八木沼, 1972b）.
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　体長11―15mm.後牙堤に3歯．色彩はホラズミヤチグモに似るが．腹部下面は黄褐色で斑紋はないか，

不規則な弱い斑紋がある．背甲のほぼ全面に毛が生えている．歩脚に翰紋かおるレ♀のepigynumの細い

突起は毛におおわれて見えにくい．灯ろうや樹皮目のすきまなどにいるのはほとんど本種である．分布：北

海道・本州・四国・九州. Fig, 15の含は大阪府吹田市産. Fig. 16の♀は京都府乙訓郡長岡町産.

　8.　ヤマヤチグモCoelotes modestus Simon, 1880（Figs. 17－19）

　前種と図の入れちがいのため，木種を図のみで同定し，イホグモCoras luctuosusの種名を誤って用いた

報文が多かったが，前種の項でのべたごとく，八木沼（1957, 1960, 1968, 1972 b ）により訂正し，検討さ

れ明らかになった．

　また木種は従来，ヤマタナグモTegejiaria corasides BOSENBERG et Strandと同定されていた（八木

沼, 1957, 1960, 1963）が, Lehtinen （1967）および八木沼（1970, 1972 b ）により上記学名が用いられ

るようになったが，属ならびに種については今後検討を要するようである．

　体長9～13mm.後牙堤に3歯．色彩は明るい黄茶褐色で，腹部には不規則な弱い斑紋がある．背甲のほ

ぼ全面に毛が生えている．腹部下面の正中部にわずかに斑紋がある．歩脚に輪紋がない．近似種に数種ある

ようで，同定に注意を要する（西川, Atypus'83)）.分布：北海道・本州■ 四国・九州･ Figs.17－19の含♀

は山口県屋代島産．

　9.シモフリヤチグモCoelotes insidiosusL. Koch, 1878（Figs. 20－22）

　従来，シモフリイオグモCoras insidiostisの種名が多く用いられてきたが, Lehtinen （1967）および八

木沼（1970）により原記哉の属にもどされた．

　休長8－12mm･後牙堤に3歯．前中限最大．色彩はホラズミヤチグモとほとんど同様であるが，腹部下

面まで不規則な斑紋がつづいており背面より淡い．背甲には放射状に毛が生えている. 合のpalpの附節

　（杯葉）の外側（後方）が大きくえぐられておりembolic conductorが細長くとがっている．近似種に数

種あり，同定に注意を要する（西川，Atypus剛）.分布：北海道・本州・四国りL州. Figs.20一一22の古

♀は兵庫県姫路市上砥堀江

　10.ウェノヤチグモCo dotes lien〇iYAMAGUCHI et YaginumΛ, 1971.（Figs. 29－30）

　体長約11mm.後牙堤に3乱頭胸部は赤禍色. Ill部は灰色で中央に縦斑があり，その両側に2対の斑紋

がありその後方に3対の山型斑がある．腹部下面は斑紋なく淡色．後昆の末節は基節より長い（16 : 10）.

分布：長崎県五島列江Figs. 29--30の♀は五島列鳥産（タイプ標本）.

　11.フタバヤチグモCoelotes hanianiui･aiYaginuma, 1967（Figs. 23－24）

　休長8－llmm.後牙堤に2乱頭胸部は赤褐色で胸部はやや淡色．腹部は灰褐色で斑紋は目だたない．

下面は黄褐色で斑紋はない．背甲の後方の放射溝にそって毛が生えており，側方にもわずかにある．歩脚に

輪紋はない．肉限では背面の斑紋はウスイロヤチダモとほとんど同様である．分布：東北・関東り:り部.

Figs. 23－24 の含♀は栃木県奥日光産（タイプ標本）.

　12.カメンヤチグモCoelotes personatus NlSHIKAWA, 1973（Figs. 25－26）

　体長9―15mm.後牙堤に2歯，色彩は前種より一般に濃いが非常に淡い佃休もある．頭胸部は赤褐色．

腹部は灰褐色で不明瞭な山型斑がある■ 腹部下面は黄褐色ではとん,ど斑紋はない．背甲の毛はほとんど前種

と同じ．歩脚に輪紋はない．分布：中部・近畿・中区ト四H. Figs. 25一一26の含♀は滋賀県甲賀郡図星山産

　（タイプ標本）.

　13.オオアナヤチグモCoelotes grandiv皿lvaYaginuma, 1969（Fie. 31）

　体長♀約16mm.後牙提に2≫.頭胸部は灰色．腹部は暗灰色で5対の山型斑がある.歩脚に輪紋はない.

♀のepigynumは非常に大きい，分布：長崎県対馬島. Fig. 31 の♀は対馬島御岳産（タイプ標本）.
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　14.ウスィロヤチグモCoelotes decolorNiSHlKAWA, 1973 (Figs. 27－28）

　体長7－11mm.後牙堤に2匙色彩はフタバヤチグモに似るが，より淡色で，背甲の毛も前2種に似る

が，中高の前方の両側には毛が少ない．腹部は淡い黄褐色で斑紋はなく，下面はさらに淡色である．歩脚に

翰紋はない．分布：中部・近畿・中国・四風Figs. 27－28の古♀は兵庫県氷上郡穴裏峠産（タイプ標本）.

　15.クルマヤチグモCoelotes curtus（BoSENBERG et Strand, 1906）（Fig. 32）

　BoSENBERG und Stran）（1906）により　Tegenaria curtaとして記載された種であるが，原記載以来採

集記録がない（八木沼, 1971）.

　体長6.5mm.前列眼は直線で4眼同大等距離で眼の半径隔たる．第4歩脚附節の両側に強大なる剛剥あ

り．頭黄胸部黄褐黄色,腹部は黄色で褐灰色斑紋あり，下面には灰褐斑点あり（木種の記載は斉藤（1941）

の一部を引用）.分布：九州？Fig. 32の♀は産地不詳（タイプ標本）.

　16.　カタチガイヤチグモCoelotes ignotus（BoSENBERG et Stran）, 1906）（Fig. 33）　　　　　，

　木種も前種と同様に, Agelena ignotaとして記載された種であるが，原記載以来採集記録がない（八木沼

1971）.

　体長8 mm.後牙堤に3歯．頭胸部汚濁せる黄特6,腹部は褐色にして黒色斑点を有し，正中線に淡き山

型斑の1列あり，下面は淡褐色にして中部と側部に僅少の黒色斑点を有す．眼は前曲する2列にならび前中

限は他の相等しい6眼より著しく小なり（木種の記載は斉藤（1941）の一部を引用）.分布：九州？Fig･

33の♀は産地不詳（タイプ標木）．

　以上16種のほか, Lehtinen （1967)はウロタナグモUrobia hcxotnmata KOMATSU, 1957をCoelotesと

し, C. micadoをC. spinivulva SiMON, 1880のシノニムにしているが，これらについては今後の研究にま

ちたい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今　後　の　問　題

　わが国のタナグモ科のヤチグモ属（Coetotes）の既知の16程について，おもな特徴と生殖器の部分図を示

した．しかし，今後もかなりの新種がでてくることが予想されるが，木報告がいくらかでも分類や同定の資

料となれば幸いである．

　本属についてはLehtinenや八木沼により相当検討をされているが，さらに，近属のTegenariaや

Corasなどの類縁関係についても比絞険討をしたいと思っている．また，木報告ではおもに形態的特徴につ

いて述べたが，生態や細胞学的な見地からも比較研究をおこなうことが必要であろう．なかでも興味深いの

は，洞穴種などにみられるような隔離による種の分化がみられることで，クライン･弱体変異づ包化系統・

すみわけなどの問題について，さらに多くの標本により研究を続けてゆきたい．
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　　　　29　　　　　　　　　　　　30　　　　　　　　　　　　　　　31

Figs. 29－30. Coelotesuenoi（ΥΛＭΛGlICHland Yaginuma， 1971より）.一一一29. epigvnum.

30. female genitalia.Fig- 31. c. grandivulva,epigynum （八木沼, 1969より）.

　　　　　　　　　　32　　　　　　　　　　　　　33　　　　　　，

Fig. 32. Coelotesctirtns,epigynum （BOSENBERG und StrΛND, 1906より）. Fig. 33. C. ignotus，

epigynum （BりSENBERG und Strand, 1906より）。
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